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あとがき 

 天変地異はこの世の常なる現象でありますが、昨今の阪神大震災の惨状は目を覆うものであります。

ここに阪神地方の全員の皆々様に心よりお見舞い申し上げます。 

 科学、特に工学、理学及び建築土木学の著名なる進歩があるとはいえ、大自然の無限なる力には人

類にとって無力であったことを現実に遭遇して深い悲しみと空しさを感じます。人の英知により地震予知

及びその対策の速やかなる確立を望みます。 

 さて今回は第25回消化吸収学会総会のパートⅡとして一般演題のプロシーディングをお届けします。

演題30 編の内、基礎編（動物実験）19 編、臨床編は11 編であります。臨床例がやや少ない傾向であ

りますが、基礎編共々各々実のある玉稿であります。尚、動物実験に於いての使用動物はラットが大半

でありますが、動物種族による差異は今後の研究課題の1 つとして挙げられます。 

 各々の研究分野の発展により消化吸収機序の明確化、更に病態解明、診断及び治療への臨床応用

が望まれます。 

 尚今回全文英文掲載が3 例ありました。今後多くの投稿があれば、消化吸収の英文編の発刊も夢で

はありません。今後全員諸兄の更なる研鑽と本学会の発展を希望します。 

（Y.K） 

 

 


